
 

 

                         

 

 

「だめだめすいか」 
白土 あつこ/作・絵 ひさかたチャイルド E タ

たっくんがじいじのと

ころへすいかをいっ

しょうけんめいはこん

でいると、たぬきが 

しげみからでてきて 

「いいなぁ、たべたい 

なぁ」とすいかをたべようとさそいます。 

「ありとすいか」  
たむら しげる/作 リブロポート Eア 

ある夏
なつ

の午後
ご ご

、すいか 

を見
み

つけたありたちは、 

巣
す

に運
はこ

ぼうとしてみん 

なで力
ちから

を合
あ

わせて押
お

 

しますが、びくともしま 

せん。そこで…。 

「30000 このすいか」 
あき びんご/作 くもん出版 Eサ 

ひろいはたけに 30000 

このすいかが、のんび 

りとくらしていました。 

あるひ「もうたべごろだ 

ね」とカラスが話
はな

してい 

るのをきいたすいかた

ちは、夜中
よ な か

にごろごろと逃
に

げだしました。 

「モリくんのすいかカー」 
かんべ あやこ/作 くもん出版 Eモ 

こうもりのモリくんたち

は、かいすいよくにき

ています。すいかわり

をして、わったすいか

のはんぶんを、みん

なでたべたあと、すい

かカーをつくりました。 

「すいかばたけ」 
石村 知愛/作・絵 ひさかたチャイルド E ス

おひさま園
えん

のお友
と も

だ

ちがすいかのタネを

まきました。その中
なか

に、大
おお

きなタネがまじ

っていました。やが 

て芽
め

が出
で

て、大
おお

きく育
そだ

って…。 

「すいかのめいさんち」 

平田 昌広/作 平田 景/絵 鈴木出版 Eス  

ぼくのまちでは、 

すいかがたくさんと 

れる。おいしそうな 

すいかにうっとりして 

たらかあちゃんが

「ひょっとしてひとりでたべようとおもってな

い?」だって…。 

「すいかです」 

川端 誠/作 文化出版局 E ス 

こどもたちが大好
だ い す

きな 

すいか。あかいすいか 

きいろいすいか、タネ 

なしすいか…。 

「ほんとはスイカ」 
昼田 弥子/文 高畠 那生/絵 ブロンズ新社 E ホ 

イトウくんは「おれは 

スイカだ」というイカと 

であった。イカなのは 

「ス」をおとしてしまっ 

たからだ」という…。 

「まっかっかトマト」 
いわさ ゆうこ/作 童心社 Ｅマ 

トマトのきに、ちっち 

ゃい、まあるいみが 

ついた。あおかった 

トマトのみは、いっ 

たん、しろくなって、 

すこしずつあかくな

っていって、まっかっかにへんしん! 

「やさいのがっこう とまとちゃんのたびだち」 

なかや みわ/作 白泉社 Eヤ 

おいしいやさいになる 

ためにかよう「やさいの 

がっこう」。あともうすこ 

しで「ごうかくシール」 

をもらえそうな、とまと

ちゃんは、まっかになるひをゆめみて、が

んばるのですが…。 

「ハナちゃんのトマト」 
市川 里美/作 BL出版 Eハ 

トマトのなえをかっても 

らったハナちゃん。 

なつやすみに、いな 

かのおばあちゃんのと 

ころにも、もっていきま 

した。あるひ、たいふ

うがくることをしったハナちゃんは、トマ

トのことがしんぱいで…。 

「くりちゃんとおとなりのエーメさん」 
どい かや/作 ポプラ社 E ク 

やぎのエーメさんとおく 

さんは、はたけでたくさ 

んのやさいをそだてて 

います。あるとき、トマト 

がとれすぎてこまったエ

ーメさんは、ハムスターのくりちゃんにそう

だんしました。「トマトで、なにかめずらし

いりょうりをかんがえてくれないかな」 

「トマトのひみつ」 
山口 進/文・写真 福音館書店 E ト 

ト マ ト っ て 、 と て も

不思議
ふ し ぎ

なにおいがする

ね。あのにおいにはす

ごい力があったので

す。トマトの秘密
ひ み つ

を解
と

き

明
あ

かします。            

「とまとさんがね…」 
とよた かずひこ/作・絵 童心社 E ト/ﾊｼﾞﾒﾃ  

まっかなふたりのとまと

さんが、きりりとまげを

むすんで、おすもうさん

になった。どすこい、ど

すこい。みあってみあ

って、まったなし。はっ

けよ～い、のこった! 

 なつのやさいのおはなし♪ 

【とまと】 

【すいか】 
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７月のえほん 


